
ヒータコントローラ FCP

温度調節器の初期設定
この資料の赤字の項目以外で、これらの設定に関連する項目は温度調節器の初期値である必要があります。
詳細は温度調節器の説明書を参照ください。

①熱電対と温度レンジ → 「K, 0～1200℃」 [Para] 2秒 x2回
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②制御方式 → 「セルフチューニング」 [Para] 2秒 x1回 → [Para]数回

③表示レベル → 「多機能レベル」 [Para] 2秒 x2回 → [Para]数回

④制御周期 → 「時間比例単位0.5秒」 [Para] 2秒 x1回 → [Para]数回
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⑤入力信号割り付け → 「Run/Ready」 [Para] 2秒 x2回 → [Para]数回
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⑥入力ビット演算 「DI1 and DI2」 [Para] 2秒 x2回 → [Para]数回

⑦入力割り付け 「入力割付A←DI1, B←DI2」 [Para] 2秒 x2回 → [Para]数回

⑧入力信号極性 「内部接点１反転」 [Para] 2秒 x2回 → [Para]数回
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⑨イベント2割り付け 「READY状態」 [Para] 2秒 x2回 → [Para]数回

⑩イベント2動作 「逆動作」 [Para] 2秒 x2回 → [Para]数回

⑪イベントOFFディレイ [Para] 2秒 x1回 → [Para]数回

出力OFFから、エアポンプが止まるまでの時間（秒）です。15.0以下にはしないでください。
5

0001

24

15.0



オプションの断線検出機能組込品に適用
⑫イベント1設定 「断線/過電流検出」 [Para] 2秒 x2回 → [Para]数回

オプションの断線検出機能組込品に適用
⑬イベント1設定 「断線・過電流検出値」 [Para] 2秒 x1回 → [Para]数回

＊１ ここで設定した電流値以下になるとイベント１がONになる。 ヒータ定格電流値の50～70％
使用ヒータが不明の場合は[0.5] 。
＊2 ここで設定した電流値以上でイベント1がONになる。 ヒータ定格電流値の130～150％で
コントローラの定格値以下。 使用ヒータが不明な場合はｺﾝﾄﾛｰﾗの定格値。

オプションの断線検出機能組込品に適用
⑭イベント1設定 「ONディレイ」 [Para] 2秒 x1回 → [Para]数回
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断線検出電流値 ＊1

過電流検出値 ＊2

ヒータ定格電流の10％程度
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